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平成２２年第１回上富田町議会定例会会議録 

（第１日） 

○開会期日  平成２２年３月１０日午前９時３０分 

○会議の場所  上富田町議会議事堂 

○当日の議員の出欠は次のとおり 

 出席議員（１２名） 

       １番  山 本 明 生        ２番  木 村 政 子 

       ３番  三 浦 耕 一        ４番  吉 田 盛 彦 

       ５番  大 石 哲 雄        ６番  畑 山   豊 

       ７番  奥 田   誠        ８番  沖 田 公 子 

       ９番  榎 本   敏       １０番  木 本 眞 次 

      １１番  池 口 公 二       １２番  井 澗   治 

                                            

 欠席議員（なし） 

                                            

○出席した事務局職員は次のとおり 

事 務 局 長  福 田   誠  局 長 補 佐 嵯 峨 紀 子  

                                            

○地方自治法第１２１条による出席者は次のとおり 

町 長  小 出 隆 道   副 町 長  平 見 信 次  

教 育 委 員 長  木 村 悌 吉   教 育 長  谷 本 圭 司  

会計管理者  小 倉 久 義   総務政策課長  和 田 幸太郎  

総務政策課 
企 画 員 

 
家 高 英 宏   

総務政策課
企 画 員

 
山 本 敏 章  

総務政策課 
企 画 員 

 
薮 内 博 文   住民生活課長

 
廣 井 哲 也  

住民生活課 
企 画 員 

 
菅 谷 雄 二   

住民生活課
企 画 員

 
平 田 隆 文  

住民生活課 
企 画 員 

 
福 田   稔   

住民生活課
企 画 員

 
福 田 睦 巳  

住民生活課 
企 画 員 

 
高 垣 通 代   

住民生活課
企 画 員

 
原   宗 男  
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税 務 課 長 
 

和 田 精 之   産業建設課長
 

脇 田 英 男  

産業建設課 
企 画 員 

 
堀   悦 明   

産業建設課
企 画 員

 
植 本   亮  

上下水道課長 
 

木 村 勝 彦   
上下水道課
企 画 員

 
植 本 敏 雄  

上下水道課 
企 画 員 

 
菅 根   清   

教 育 委 員 会
総 務 課 長

 
笠 松 眞 年  

教 育 委 員 会 
生涯学習課長 

 
山 崎 一 光  

                                            

○本日の会議に付した事件 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名について 

  日程第 ２ 会期の決定について 

  日程第 ３ 諸般の報告 

  日程第 ４ 議案第 ３号 上富田町手数料徴収条例の一部を改正する条例 

  日程第 ５ 議案第 ４号 町長及び副町長の給与の減額支給に関する条例の一部を 

               改正する条例 

  日程第 ６ 議案第 ５号 平成２１年度上富田町一般会計補正予算（第７号） 

  日程第 ７ 議案第 ６号 平成２２年度上富田町一般会計予算 

  日程第 ８ 議案第 ７号 平成２２年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算 

  日程第 ９ 議案第 ８号 平成２２年度上富田町特別会計老人保健予算 

  日程第１０ 議案第 ９号 平成２２年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算 

  日程第１１ 議案第１０号 平成２２年度上富田町特別会計介護保険予算 

  日程第１２ 議案第１１号 平成２２年度上富田町特別会計町営砂利採取砕石事業 

               予算 

  日程第１３ 議案第１２号 平成２２年度上富田町特別会計宅地造成事業予算 

  日程第１４ 議案第１３号 平成２２年度上富田町特別会計宅地取得資金貸付事業 

               予算 

  日程第１５ 議案第１４号 平成２２年度上富田町特別会計住宅新築資金貸付事業 

               予算 

  日程第１０ 議案第１５号 平成２２年度上富田町特別会計奨学事業予算 
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△開  会  午前９時３０分 

○議長（吉田盛彦） 

  皆さん、おはようございます。 

  平成２２年第１回定例会を開会するにあたりまして、議員各位のご出席をいただきま

して開会できますことを厚くお礼申し上げます。 

  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、ただいまから平成２２年第１回上富田町議会定例会を

開会します。 

  暫時休憩をします。 

 

 休憩 午前９時３１分 

                           （表彰・伝達式） 

 再開 午前９時３５分 

 

○議長（吉田盛彦） 

  再開をします。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

                                           

△日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（吉田盛彦） 

  日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第１１９条の規定により、議長において８番、沖田公子

君、９番、榎本 敏君を指名します。 

                                           

△日程第２ 会期の決定 

○議長（吉田盛彦） 

  日程第２ 会期の決定の件を議題とします。 

  お諮りします。 

  本定例会の会期は、本日から３月２４日までの１５日間に決したいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

              （「異議なし」の声あり） 
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○議長（吉田盛彦） 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は１５日間に決しました。 

                                           

△日程第３ 諸般の報告 

○議長（吉田盛彦） 

  日程第３ 諸般の報告をさせます。 

  事務局長。 

○議会事務局長（福田 誠） 

  諸般の報告をいたします。 

  平成２１年１２月定例会以降の議員活動、並びに議員派遣の件、及び地方自治法第１

２１条の規定により出席要求した平成２２年３月定例会の説明員については、お手元に

配付していますのでよろしくお願いいたします。 

  また、今定例会までに陳情のありました「最低賃金法の抜本改正と安定雇用の創出、

中小企業支援の拡大強化を求める意見書の提出を求める陳情」につきましては、写しを

お手元に配付しておりますのでお目通しください。 

  なお、平成２１年１２月定例会において可決されました「近畿自動車道紀勢線の事業

促進を求める意見書」と「食料自給率の向上と国内農林業の振興をはかるための施策を

求める意見書」につきましては、各関係機関に１２月１７日付で送付しましたので、ご

報告いたします。 

  次に、本定例会の一般質問の通告の締め切りは、明日、３月１１日午後３時までとな

っていますので、質問内容を具体的に記入の上、通告されますようお願いいたします。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

○議長（吉田盛彦） 

  諸般の報告が終わりました。 

  町長より発言を求められておりますので、これを許可します。 

  町長、小出君。 

○町長（小出隆道） 

  おはようございます。 

  本日、ここに平成２２年第１回上富田町議会定例会を招集いたしましたところ、議員

各位におかれましては、公私ともまことにお忙しいところ、ご参集を賜りまして厚くお

礼を申し上げます。また、平素は、町政発展のために格別のご尽力とご協力を賜り、重

ねて感謝を申し上げます。 
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  さて、先般、長年にわたり地方自治功労により全国町村議会議長会の会長表彰を受け

られました木本眞次議員さんには、心からお祝いを申し上げます。今回の受賞は、長年、

議会議員として地方自治の振興と発展に尽力をされた功績によるものであり、そのご功

績に対して心から敬意を表します。今後とも上富田町発展のため、より一層のご尽力と

ご協力を賜りますようお願いします。 

  さて、本定例会に上程し、ご審議をお願いします議案は、条例の一部改正が２件、平

成２１年度一般会計補正予算が１件、平成２２年度一般会計及び特別会計予算が合わせ

て１６件、工事請負変更契約の締結が４件の合計２３件でございます。 

  なお、追加議案として人事案件を２件、本定例会中に上程させていただきますので、

あわせてよろしくお願いを申し上げます。 

  それでは、私の第４期目に係る重要議案を提案するにあたり基本方針を申し上げ、議

員各位のご理解を賜りたいと存じます。 

  昨今、地方自治体を取り巻く社会経済状況は目まぐるしく変化し、行政需要はより一

層複雑化し、行財政状況はますます厳しくなるものと考えています。また、地方分権が

進められている中、今、まさに自治体の質、職員の力量が問われている時代を迎えてい

ると思っています。 

  こうした中で、平成１６年に大幅に行政改革大綱を改正し、住民生活に直接影響のな

い経費や庁内経費の節減を継続的に実施しているところでありますが、平成２２年度よ

り、職員の意識改革と能力向上を目的に、勤務評定に基づく職員の人事評価制度の導入

について、昨年より職員研修を実施し検討しています。 

  この制度は、評価すること自体が目的なのではなく、職員の一人ひとりが職務を遂行

する過程において自らが保有する能力をどれだけ発揮したのか、また、当初設定した目

標がどのぐらい達成できたのかを職員と上司の双方が把握することにあり、お互いが共

通認識を持って目標達成に取り組むことを通じて、能力開発や人材育成をより一層効果

的に進めることを目指していますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

  また、第４次上富田町総合計画につきましては、現在、総合計画審議会を２回開催し、

議論を重ねているところであり、町議会の議決が必要とされる「基本構想」につきまし

ては、次回の定例会に提出できるよう鋭意取り組んで参りますので、ご理解をお願い申

し上げます。 

  なお、昨年１０月に実施しました「上富田町まちづくりアンケート」の集計結果につ

きましては、議員皆さまにご報告し、今後、町のホームページ等を通じて公表していき

ます。 

  平成２２年度の国の地方財政対策によりますと、個人所得の大幅な減少や企業収益の
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急激な悪化等により、地方税収入や地方交付税の原資となる国税収入が引き続き落ち込

む一方、社会保障関係経費の自然増や公債費が高い水準で推移すること等により、財源

不足が過去最大の規模に拡大するものと見込まれます。 

  一方、地域のことは地域で決める地域主権の確立に向けた制度改革に取り組むととも

に、地域に必要なサービスを確実に提供できるよう地方財政の所要の財源を確保し、地

域の活力を回復させていくこととされています。 

  しかし、景気低迷による法人町民税の大幅な減収となることなど、財源不足を補うた

めにできる限りの歳出抑制に努め、行政改革推進本部を中心に行財政改革に取り組み、

引き続き厳しい財政状況ではありますが、効率的で持続可能な行政運営を行って参りま

す。 

  平成２２年度の一般会計当初予算の編成にあたりまして、先の第１回臨時議会の冒頭

で申し上げましたとおり、引き続き事務事業の見直し等行財政改革を進めている中で、

扶助費や一部事務組合の負担金等が増加していること、また、昨年度までは、歳入は１

年間を見通した決算に近い額で、歳出は歳入に見合う額とした編成方針で臨んできまし

たが、本年度は、歳入、歳出とも１年間を見通した決算に近い額での編成方針で編成し

た関係で、減債基金等を若干取り崩したものとなっています。 

  財政の厳しさを、まず職員自らが再認識するとともに、町民の皆さまにもこの趣旨を

ご理解いただき、ご協力を得たいと思っています。 

  なお、予算執行に当たりましては、監査委員からの指摘事項等を十分に反映し、取り

組んでまいりますので、何とぞご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

  それでは、平成２２年度の一般会計当初予算の概要をご説明申し上げます。 

  予算総額は、５４億６，０００万円と定めています。対前年度と比較しますと、７億

５，８，００万円、１６．１％の増となっています。これは、前段で申し上げました１

年間を見通した決算に近い額で編成したこと及び高速道路推進費や栗ケ谷住宅建築等に

要する経費を措置したことによるものであります。 

  性質別内訳は、人件費で８億６，０４４万８，０００円、構成比１５．７％、対前年

度比で１．４％の減、物件費で６億７，６６７万８，０００円、構成比１２．４％、対

前年度比で４．３％の増、補助費等で８億８，８５８万２，０００円、構成比１６．

３％、対前年度比で２８．４％の増、扶助費で８億２，７８９万６，０００円、構成比

で１５．２％、対前年度比で７６．４％の増、公債費で７億８，６２５万８，０００円、

構成比で１４．４％、対前年度比で１．５％の増、繰出金で７億８，６７８万３，００

０円、構成比１４．４％、対前年度比で２２．５％の増、その他で１，４１９万７，０

００円、構成比０．３％であります。また、投資的経費では６億１，９１５万８，００
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０円で、構成比１１．３％、対前年度比で６．１％の増となっています。 

  続いて、本年度の主な内容としましては、総務費では、昨年に引き続きまして、ふる

さと雇用再生特別基金事業で７７３万６，０００円、緊急雇用創出事業で２，０６０万

３，０００円、本年５月１６日任期満了による町議会議員選挙、参議院議員通常選挙等

本年度執行予定されています５つの選挙に要する経費としまして３，１０１万３，００

０円、１０月１日を基準日として行われます国勢調査費６３０万３，０００円を措置し

ております。 

  民生費では、障害福祉サービス費等の扶助費で２億３，９２１万円、保育所運営費で

３億１，１２２万６，０００円、国民健康保険・介護保険・老人保健・後期高齢者医療

の特別会計への繰出金として４億６，４６８万７，０００円等を、また、本年度より創

設されました子ども手当に３億２，１７５万円を措置しています。 

  衛生費では、公立紀南病院組合負担金、上大中清掃施設組合等一部事務組合の負担金

や広域廃棄物最終処分場候補地選定調査業務委託料、また、引き続き少子化に対する取

り組みとしまして、妊産婦健診委託料１，３５０万８，０００円を措置しています。 

  農林水産業費では、平成２３年度、和歌山県で開催されます第６２回全国植樹祭に合

わせまして、県の紀の国森づくり基金活用事業として植樹祭整備費用１９２万４，００

０円、特別会計農業集落排水事業への繰出金等を措置しています。 

  商工費では、引き続き商工会への補助金３３０万円、上富田町事業所等立地促進要綱

に基づく事業所等設置奨励金８５０万円を措置しています。 

  土木費では、高速道路推進費として１億９７９万６，０００円、公営住宅建設事業と

して中島住宅の除却工事、栗ケ谷住宅の建築工事等で３億９，０２２万６，０００円を、

また、特別会計公共下水道事業への繰出金１億６，９６０万円等を措置しています。 

  消防費では、災害発生時の速やかな対応のための自主防災組織育成事業補助金として

１００万円、消防事務業務委託料としまして２億７８０万円等を措置しています。 

  教育費では、上富田中学校の校舎設計、運動場耐震改修設計監理となっておりますけ

ど、設計委託料で８００万円、また、地域活性化のための紀州口熊野マラソン等イベン

ト経費についても措置しています。 

  公債費では、長期債償還金及び利子として、昨年度に比べ１，１３４万７，０００円

増の所要額７億８，６２５万８，０００円を見込んでいます。 

  一方、歳入では、町税で対前年度比１，５１３万８，０００円減の１．１％減となり

ますが、１３億７，２６９万２，０００円、地方交付税では、対前年度比９，０００万

円増、５．８％の増でございますけど、１６億５，０００万円、国・県支出金で１０億

７，８５２万４，０００円、繰入金で１億７，６３１万２，０００円、町債で、対前年
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度比１億８，０６０万円の増で、３７．２％増になりますけど、６億６，６３０万円、

その他５億１，６１７万２，０００円を見込んでおります。 

  財源区分的には、自主財源で１７億７，８０６万６，０００円、３２．６％の割合、

依存財源としましては３６億８，１９３万４，０００円、６７．４％の割合となります。 

  以上が、平成２２年度一般会計当初予算案の主な内容であります。 

  続きまして、議案日程に従いまして説明を申し上げます。 

  議案第３号は、上富田町手数料徴収条例の一部を改正する条例であります。この議案

につきましては、本年４月１日に施行される和歌山県の事務処理の特例に関する法律に

基づき移譲される手数料徴収事務について所要の整備を行うため、追加改正をするもの

であります。 

  議案第４号は、町長及び副町長の給与の減額支給に関する条例の一部を改正する条例

であります。この条例は、町長、副町長の給与の１０％減額につきまして、行政改革の

一環として平成１６年１月１日から施行しているところでありますが、施行期間につい

て、附則で任期期間中としていることから、今回、引き続き任期期間中、給与１０％を

減額するものであります。 

  議案第５号は、平成２１年度上富田町一般会計補正予算（第７号）であります。今回、

既定額に８，９１３万３，０００円を追加し、予算総額を５９億２，１２３万４，００

０円と定めています。 

  補正の概要は、国の第２次補正予算において、明日の安心と成長のため緊急経済対策

として、地域活性化きめ細やかなインフラ整備事業などを進めるため、地域活性化・き

め細やかな臨時交付金事業が創設されましたので、町道南紀の台１号線の歩道整備工事

や橋梁補修塗装工事、岡創作館の修繕等に８，２３０万円を措置しています。 

  なお、これらの２次補正に係る事業につきましては、平成２２年度への繰越明許とな

ることのご了承をお願いします。 

  また、上富田町土壌改良剤製造共同作業場明渡調停に係る建物明渡請求調停和解金に

つきましては、平成２２年度へ組み替え、５００万円を減額しています。 

  民生費としましては、子ども手当創設に伴うシステム委託料４５２万１，０００円を

措置しています。 

  衛生費では、公立紀南病院組合の負担金が確定しましたので、追加措置しています。

財源につきましては、国県補助金、減債基金繰入等で現在見込み得る範囲で充当補填し

ています。 

  次に、議案第７号は、平成２２年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算です。歳

入歳出予算総額は、１７億８，８９３万７，０００円と定めています。前年度と比較し
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ますと６，６１９万８，０００円、対前年度比３．６％の減額となります。 

  平成２１年度の国民健康保険税の引き上げにつきましては、一度に引き上げるのでは

なく、住民への負担を考慮し、値上げ幅を抑えたものとしていましたが、平成２１年度

決算において財源不足となる結果になれば、国民健康保険税の引き上げを余儀なくされ

ることとなります。目下、所得の申告時期であり、所得が確定しましたら、状況により

６月定例会に条例改正案を上程することとなりますので、ご理解をお願い申し上げます。 

  議案第８号は、平成２２年度上富田町特別会計老人保健予算であります。歳入歳出予

算総額を３９８万８，０００円と定めています。この会計につきましては平成２０年度

から後期高齢者医療制度に移行しましたが、医療費の過誤請求や高額分の払い戻し時効

が２年あることから、平成２２年度まで残ることになります。 

  次に、議案第９号の平成２２年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算から議案第２

１号の平成２２年度西牟婁郡公平委員会予算までの１３件につきましては、一般会計の

予算編成方針に基づき編成しています。担当課長、企画員に概要を説明させますので、

ご了承ください。 

  議案第２２号は、工事請負変更契約の締結について（平成２１年度 公共下水道事業 

朝来下水道管（１９工区）布設工事）であります。変更契約の主な内容は、今回、パイ

１５０ミリの硬質塩化ビニール管２２４メーターの布設工事を追加するため、１，４７

７万３，５００円を増額するものであります。 

  議案第２３号及び議案第２４号は、工事請負変更契約の締結について（平成２１年度 

公営住宅建設事業 中島住宅移転（建築１工区）・（建築２工区）工事）であります。本

議案につきましては、中島住宅建築工事につきましては、当初１棟５戸の長屋住宅を建

築する計画でありましたが、今回、住宅環境等を考慮し、１棟３戸と１棟２戸に分離し

て建築することになり、議案第２３号の建築１工区につきましては１８９万円の増額、

議案第２４号の建築２工区につきましては１８４万８，０００円の増額とするものであ

ります。 

  議案第２５号は、工事請負変更契約の締結について（平成２０年度 第５号 地方道路

整備臨時交付金事業 町道市ノ瀬橋線旧橋梁撤去（その２）工事）であります。変更契

約の内容につきましては、文化庁へのオオウナギ生息地の現状変更許可申請にあたり、

橋脚の取り壊しについて計画河床から４メートルを計画していましたが、現状が大きく

変わること等の指摘を受けまして、河川管理者との再協議によりまして現状河床から１

メートルまでを取り壊すこととなり、そのことにより３８０万７，３００円の減額変更

をお願いするものであります。 

  以上が、本定例会に上程します諸議案の概要であります。詳細につきましては担当課
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長並びに企画員より説明しますので、ご審議の上、ご承認賜りますよう、何とぞよろし

くお願い申し上げます。 

  最後に、本年度の職員体制について、４名の新規職員の採用を予定していますが、６

名の管理職を含む８名の退職があります。 

  また、本年４月１日から和歌山県住宅新築資金等貸付金回収管理組合へ職員１名を派

遣及び昨年に引き続きまして後期高齢者広域連合へ１名派遣しておりますが、和歌山県

高速道路推進室へ派遣していました職員３名のうち、２名の職員が帰任することになり

ます。 

  こうしたことから、職員数は減少することになりますが、継続して行財政改革の推進

を図り、事務事業の遂行と住民サービスの向上に努める所存でありますので、議員各位

におかれましても変わらぬお力添えをお願い申し上げまして、開会のあいさつとします。 

                                           

△日程第４ 議案第３号～日程第２６ 議案第２５号 

○議長（吉田盛彦） 

  この際、日程第４ 議案第３号、上富田町手数料徴収条例の一部を改正する条例の件

から日程第２６ 議案第２５号、工事請負変更契約の締結について（平成２０年度 第

５号 地方道路整備臨時交付金事業 町道市ノ瀬橋線旧橋梁撤去（その２）工事）の件ま

で２３件を一括議題とします。 

  当局より提案理由の説明を求めます。 

  総務政策課長、和田君。 

○総務政策課長（和田幸太郎） 

  おはようございます。よろしくお願い申し上げます。 

  それでは、議案第３号から議案第６号までについてご説明申し上げます。 

  議案第３号、上富田町手数料徴収条例の一部を改正する条例。 

  上富田町手数料徴収条例の一部を別紙のように改正する。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  上富田町手数料徴収条例の一部を改正する条例（案）。 

  第１条 上富田町手数料徴収条例の一部を次のように改正する。 

  第２条中「第４２号」を「第４７号」に改め、第４１号の次に次の５号を加える。 

  この案件につきましては、平成２２年４月１日に施行される和歌山県の事務処理の特

例に関する法律に基づき権限移譲される３１本の法律のうち５本の法律に基づく事務に

ついて手数料を徴収するため、今回、追加改正するものであります。 
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  それでは、各法律に基づく手数料についてご説明申し上げます。 

  まず第４２号は、化製場等に関する法律に基づく化製場等の設置の許可の申請に対す

る審査手数料等でございます。 

  第４３号は、採石法に基づく岩石の採取計画の認可及び採取計画の変更の認可申請に

対する審査手数料であります。 

  第４４号は、砂利採取法に基づく砂利の採取計画の認可及び採取計画の変更の認可申

請に対する審査手数料でございます。 

  第４５号は、租税特別措置法に基づく宅地の造成及び住宅の新築が、優良な宅地及び

住宅の供給に寄与するものであることについての認可の申請に対する審査手数料であり

ます。 

  第４６号は、都市計画法に基づく開発行為の許可及び建築の許可の申請に対する審査

手数料、また、地位の承継の承認申請に対する審査手数料及び開発登録簿の写し交付手

数料であります。 

  なお、手数料の金額につきましては、県からの事務移譲ということで県の金額と同額

としてございます。 

  参考資料として、５ページから８ページに新旧対照表を添付していますので、ご参照

ください。 

  ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、議案第４号をご説明申し上げます。 

  議案第４号、町長及び副町長の給与の減額支給に関する条例の一部を改正する条例。 

  町長及び副町長の給与の減額支給に関する条例の一部を別紙のように改正する。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  町長及び副町長の給与の減額支給に関する条例の一部を改正する条例（案）。 

  第１条 町長及び副町長の給与の減額支給に関する条例の一部を次のように改正する。 

  附則に次の項を加える。 

  附則。 

  １項、この条例は、公布の日から施行する。 

  ２項、町長については、平成２２年２月から平成２６年２月までに支給する給料につ

いて適用する。 

  ３項、副町長については、平成２２年３月から平成２６年３月までに支給する給料に

ついて適用する。 

  この条例につきましては、町長、副町長の給与の１０％減額について、行政改革の一
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環として平成１６年１月１日から施行しているところでありますが、施行期間について

附則で任期期間中としていることから、今回、引き続き、任期期間中、給与を１０％減

額するとしたものでございます。 

  ご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

  続きまして、議案第５号をご説明申し上げます。 

  議案第５号、平成２１年度上富田町一般会計補正予算（第７号）。 

  平成２１年度上富田町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算の補正。 

  第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８，９１３万３，０００円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５９億２，１２３万４，０００円とす

る。 

  ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  債務負担行為の補正。 

  第２条、債務負担行為の変更は、「第２表 債務負担行為補正」による。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算補正」です。 

  歳入につきましては、国庫支出金で、既定額に今回、６，５２７万６，０００円を追

加し、７億４３３万９，０００円と定めてございます。 

  以下、補正額のみ朗読をいたします。 

  県支出金は、今回、１３２万８，０００円を追加、財産収入は、今回、１８万６，０

００円を追加、寄付金は、今回、６２万５，０００円を追加、繰入金は、今回、２，１

７０万円を追加、諸収入は、今回、１万８，０００円を追加、歳入合計では、既定額に

今回、８，９１３万３，０００円を追加し、５９億２，１２３万４，０００円と定めて

ございます。 

  ３ページをお願いいたします。 

  次に歳出につきましては、総務費は既定額に、今回、７，８０１万３，０００円を追

加し、１０億５４９万円と定めてございます。 

  以下、補正額のみを朗読いたします。 

  民生費は、今回、５３７万１，０００円を追加、衛生費は、今回、６４８万９，００

０円を追加、商工費は７４万円を減額、公債費につきましては、今回、補正額はゼロで

ございます。歳出合計では既定額に、今回、８，９１３万３，０００円を追加し、５９
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億２，１２３万４，０００円と定めてございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第２表 債務負担行為補正」でございます。 

  今回、総合計画策定業務委託事業について、限度額２５０万円に１５０万円を追加し、

限度額を４００万円にするものでございます。これは、現在、策定作業中の第４次総合

計画について、協議回数の増加による審議会委員の費用弁償等の増加によるものでござ

います。 

  次のページをお願いいたします。 

  ５ページは、歳入歳出補正予算事項別明細書です。 

  この５ページから８ページにつきましては、恐れ入りますがお目通しをお願いいたし

ます。 

  次に、１１ページの歳出の方からご説明申し上げますので、１１ページをお願いいた

します。 

  歳出でございます。 

  総務費の一般管理費では、今回、５０５万４，０００円の減額補正です。主なものに

つきましては、負担金、補助及び交付金で、生活交通路線維持費補助金について確定し

ましたので、４９万３，０００円を減額しております。 

  また、全国瞬時警報受信機購入費について４２万円の追加内示がありましたので、措

置してございます。 

  また、上富田町土壌改良剤製造共同作業場明渡調停に係る建物明渡請求調停和解金５

００万円について、平成２２年度へ組み替えしたため減額してございます。 

  企画費では、１万４，０００円の減額であります。 

  口熊野まちづくり事業費では８１万１，０００円で、さわやか上富田文化と健康づく

り基金の利子及びさわやか上富田まちづくり寄付金について、両基金に積立金として８

１万１，０００円を措置してございます。 

  地籍調査費では、事業費の調整により４８万円を減額措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  総合計画策定費では、事務局職員の夜間会議手当及び審議会委員の費用弁償等の増額

により、３１万８，０００円の追加補正措置をしてございます。 

  次に、きめ細やかな臨時交付金事業では８，２３０万円で、これは国の２次補正予算

において、明日の安心と成長のための緊急経済対策として、地域活性化・きめ細やかな

インフラ整備事業などを進めるため、新しく創設された事業であります。内容につきま

しては、南紀の台１号線歩道整備工事ほか６事業で、工事請負費８，０２０万円等を措
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置してございます。 

  １３ページをお願いいたします。 

  統計調査費の指定統計調査費につきましては事業費を調整し、１３万２，０００円を

追加補正してございます。 

  民生費の障害福祉費では、身体障害者更生医療給付費８５万円を追加補正してござい

ます。 

  児童福祉総務費では、子ども手当創設に伴うシステム委託料４５２万１，０００円を

措置してございます。 

  衛生費の保健衛生総務費では、公立紀南病院組合負担金が確定しましたので、６４８

万９，０００円を追加補正してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  商工総務費では、県の消費者行政活性化交付金事業による啓発パンフレット等印刷製

本費で１００万円の追加補正及び事業所等設置奨励金等を減額調整し、７４万円の減額

補正してございます。 

  公債費の元金では、減債基金からの繰り入れによる財源補正をしてございます。 

  １５ページにつきましては、給与費の明細書でございます。お目通しのほどよろしく

お願い申し上げます。 

  それでは、次に歳入を説明させていただきますので、９ページをお願いいたします。 

  歳入でございます。 

  今回の補正につきましては、補正に係る財源を見込んでございます。 

  国庫支出金の民生費国庫負担金は、障害者医療費負担金４２万５，０００円を追加補

正し、障害福祉費に充当してございます。 

  民生費国庫補助金は、子ども手当創設に伴うシステム経費補助金３９９万５，０００

円を見込んでございます。 

  総務費国庫補助金は、全国瞬時警報受信機設置に伴う補助金の追加内示額４２万円及

び国において新たに創設されました地域活性化・きめ細やかな臨時交付金６，０４３万

６，０００円を見込んでございます。 

  県支出金の民生費県負担金は、障害者医療費負担金２１万２，０００円を追加補正し、

障害福祉費に充当してございます。 

  総務費県補助金につきましては、国土利用計画法施行事務市町村交付金の精算により

１万４，０００円を減額補正してございます。 

  商工費県補助金につきましては、平成２１年度和歌山県市町村消費者行政活性化交付

金事業の適用を受け、１００万円の補正措置をしてございます。 
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  総務費委託金につきましては、世界農業センサス調査費等で１３万円を追加補正して

ございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  財産収入の利子及び配当金１８万６，０００円につきましては、さわやか上富田文化

と健康づくり基金の預金利子でございます。 

  寄付金の総務費寄付金につきましては、さわやか上富田まちづくり寄付金６２万５，

０００円を追加補正してございます。 

  基金繰入金の減債基金繰入金につきましては２，１７０万円で、今回、補正による公

債費の財源へ充当してございます。 

  諸収入の雑入で、１万８，０００円を追加補正してございます。 

  以上が今回の補正内容でございます。何とぞご承認賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

  続きまして、議案第６号をご説明申し上げます。 

  議案第６号、平成２２年度上富田町一般会計予算。 

  平成２２年度上富田町の一般会計予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ５４億６，０００万円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  地方債。 

  第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債

の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

  一時借入金。 

  第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの限度額

は１０億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第４条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。第１号、各項に計上した

給料、職員手当及び共済費（賃金に係る共済費を除く）に係る予算額に過不足を生じた

場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」でございます。 



－ 16 － 

  歳入で、町税で１３億７，２６９万２，０００円、地方譲与税で６，８００万円、利

子割交付金で８００万円、配当割交付金で３００万円、株式等譲渡所得割交付金で１０

０万円、地方消費税交付金で１億１，０００万円。 

  次のページをお願いします。 

  ゴルフ場利用税交付金で４，７００万円、自動車取得税交付金で２，１００万円、地

方特例交付金で２，６１１万円、地方交付税で１６億５，０００万円、交通安全対策特

別交付金で３００万円、分担金及び負担金で７，７３５万４，０００円、使用料及び手

数料で６，９７８万１，０００円、国庫支出金で６億７，００８万６，０００円。 

  ４ページをお願いいたします。 

  県支出金で４億８４３万８，０００円、財産収入で３，３４６万円、寄付金で６０万

円、繰入金で１億７，６３１万２，０００円、繰越金で１，０００万円。 

  ５ページをお願いいたします。 

  諸収入で３，７８６万７，０００円、町債で６億６，６３０万円。 

  歳入合計では、５４億６，０００万円と定めてございます。 

  次のページ、６ページをお願いいたします。 

  歳出です。 

  議会費で８，０８８万５，０００円、総務費で７億５，０８１万１，０００円、民生

費で１６億５，１０４万５，０００円、衛生費で５億６，５８９万８，０００円、農林

水産業費で２億２，１９１万５，０００円、商工費で２，１０９万３，０００円、土木

費で７億９，８４７万８，０００円、消防費で２億３，１８２万２，０００円、教育費

で３億４，９７９万５，０００円。 

  次の８ページをお願いいたします。 

  災害復旧費で１００万、公債費で７億８，６２５万８，０００円、予備費で１００万

円。 

  歳出合計では、５４億６，０００万円と定めてございます。 

  次に、９ページをお願いいたします。 

  「第２表 地方債」です。 

  起債の目的、災害援護資金につきましては限度額３５０万円、半島振興道路整備事業

につきましては限度額３，４９０万円、地方道路等整備事業につきましては限度額１，

３８０万円、地域住宅交付金事業につきましては限度額２億２，４１０万円、臨時財政

対策債につきましては限度額３億９，０００万円、合計で６億６，６３０万円と見込ん

でございます。 

  なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、恐れ入りますが、お目通しの
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ほどをよろしくお願いいたします。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳入歳出予算事項別明細書でございます。この１０ページから１３ページにつきまし

ては、平成２１年度当初と比較しております。本年度は、歳入歳出それぞれ７億５，８

００万円の増額となっております。お目通しのほどをよろしくお願いいたします。 

  次に、１４ページをお願いいたします。 

  歳入についてご説明申し上げます。 

  町税でございますけども、前年度の決算や決算見込みの額を加味し、計上してござい

ます。 

  町民税の個人では５億５００万円で、前年度と同額を見込んでございます。 

  法人税では７，００５万円で、前年度より５００万円の減額と見込んでございます。

これは、長引く景気低迷による法人税割が減少する見込みによるものでございます。 

  次に、固定資産税では６億７，０００万円で、前年度と同額を見込んでございます。 

  固定資産等所在市町村交付金及び納付金につきましては、５５４万２，０００円でご

ざいます。 

  次のページをお願いいたします。１５ページです。 

  軽自動車税は４，０５０万円で、前年度と同額を見込んでございます。 

  町たばこ税は８，０００万円で、前年度より１，０００万円の減額を見込んでござい

ます。 

  入湯税は１６０万円で、前年度と同額を見込んでございます。 

  地方譲与税の地方揮発油譲与税は１，８００万円で、前年度より６００万円の増額を

見込んでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  自動車重量譲与税は５，０００万円で、前年度より８００万円の減額を見込んでござ

います。 

  地方道路譲与税につきましては、ゼロとしてございます。これは、平成２１年度の地

方税制改正に伴う道路特定財源の見直しの中で、地方道路譲与税の名称を地方揮発油譲

与税に改正されたことによるものでございます。 

  利子割交付金は８００万円で、前年度より３００万円の減額を見込んでございます。 

  配当割交付金につきましては３００万円で、前年度より２００万円減額を見込んでご

ざいます。 

  株式等譲渡所得割交付金につきましては１００万円で、前年度より２００万円の減額

を見込んでございます。 
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  １７ページをお願いいたします。 

  地方消費税交付金につきましては１億１，０００万で、前年度と同額を見込んでござ

います。 

  ゴルフ場利用税交付金は４，７００万円で、前年度より３００万円の減額を見込んで

ございます。 

  自動車取得税交付金は、２，１００万円でございます。旧法による自動車取得税交付

金につきましては、本年度はゼロとしてございます。これにつきましては、昨年、自動

車取得税の改正により、３月収入枠の精算分として前年度は１万円を計上していたもの

で、本年度はゼロとなってございます。 

  地方特例交付金の子ども手当及び児童手当地方特例交付金につきましては１，１６１

万円でございまして、これにつきましては、平成２２年度の子ども手当に関する暫定的

な措置として子ども手当と児童手当を併給することに伴い市町村の事務負担が生じない

よう、対象児童生徒の増加分について地方特例交付金で措置されたことによるものでご

ざいます。なお、名称につきましては、児童手当特例交付金から子ども手当及び児童手

当地方特例交付金に変更してございます。 

  地方特例交付金の減収補填特例交付金は１，４５０万円で、前年度より５５０万円の

減額を見込んでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  地方特例交付金の特別交付金につきましては、ゼロとしてございます。これにつきま

しても、減税補填特例交付金が平成１８年度をもって廃止されたことに伴う経過措置と

して交付されていましたが、その交付期間が平成１９年から平成２１年の３年間であり

ましたので、本年度はゼロとなってございます。 

  地方交付税につきましては、１６億５，０００万円としてございます。新政権のもと、

地方が自由に使える財源を増やす目的で、本年度の地方交付税１．１兆円増額による当

町の増加分９，０００万円を見込んでございます。内訳としましては、普通交付税で１

４億４，０００万円、特別交付税で２億１，０００万円としてございます。 

  交通安全対策特別交付金につきましては３００万円で、前年度と同額を見込んでござ

います。 

  分担金及び負担金の民生費負担金は７，３８３万円で、保育所運営負担金等でござい

ます。 

  農林業費負担金は、３５２万４，０００円でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  使用料及び手数料の民生使用料３万５，０００円、農林業使用料１，０００円、土木
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使用料２，４０２万６，０００円、教育使用料１，２３６万円、これらの使用料につき

ましては、住宅使用料及びスポーツセンター使用料等を見込んでございます。 

  手数料につきましては、総務手数料５８９万５，０００円。 

  次のページをお願いいたします。 

  衛生手数料２，７３１万８，０００円、農林業手数料３，０００円、土木手数料は１

４万３，０００円の合計３，３３５万９，０００円で、これら各種証明手数料及び可

燃・不燃物の収集処理手数料等を見込んでございます。 

  国庫支出金の１、総務費国庫負担金につきましては１，５１２万円で、地籍調査事業

の負担金でございます。 

  民生費国庫負担金は、障害者自立支援給付費負担金及び児童手当負担金等合計で１億

３，５００万１，０００円、また、本年度より新規に子ども手当負担金として２億４，

４０８万８，０００円を見込んでございます。 

  次のページをお願いします。 

  農林業費国庫負担金は、１２８万６，０００円を見込んでございます。 

  続きまして、国庫補助金の民生費国庫補助金につきましては、隣保館運営費補助金等

で１，４２１万２，０００円を見込んでございます。 

  衛生費国庫補助金は、合併処理浄化槽設置補助金３３基分４０５万９，０００円ほか

で、４９５万１，０００円を見込んでございます。 

  農林業費国庫補助金は、中山間地域等直接支払事業費補助金等で１，２０２万６，０

００円を見込んでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  土木費国庫補助金につきましては、中島住宅の除却工事及び栗ケ谷住宅建築工事に伴

う住宅補助金１億４，２７０万円及び社会資本整備総合交付金７，８９５万円等で、合

計２億２，１７６万円を見込んでございます。 

  教育費国庫補助金は、幼稚園就園奨励費補助金等で１９２万３，０００円を見込んで

ございます。 

  続きまして、国庫支出金の委託金の総務費委託金は、参議院議員通常選挙委託金等で

９４７万２，０００円を見込んでございます。 

  民生費委託金は、５０５万１，０００円を見込んでございます。 

  次のページ、２３ページをお願いいたします。 

  農林業費委託金は、１９万６，０００円を見込んでございます。 

  土木費委託金は、高速道路用地取得事業委託金５００万円を見込んでございます。 

  次に、県支出金の県負担金の総務費県負担金は、地籍調査事業費負担金７５６万円で
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ございます。 

  民生費県負担金は１億７，８３４万６，０００円で、社会福祉費負担金の１億２，８

９７万円、この内訳につきましては、国民健康保険基盤安定費負担金４，７５０万、後

期高齢者医療保険基盤安定制度負担金２，１０９万２，０００円、障害者自立支援給付

費負担金５，６０７万５，０００円等でございます。また、新規として、子ども手当負

担金３，８８２万８，０００円を見込んでございます。 

  衛生費県負担金は１９０万６，０００円で、予防接種健康被害救済給付費負担金でご

ざいます。 

  次のページをお願いいたします。 

  県支出金、県補助金の総務費県補助金は３，２０５万８，０００円で、前年度に引き

続き、ふるさと雇用再生特例基金補助金として、就学前児童の育成支援事業「きらきら

ルーム」への補助金７６８万６，０００円及び緊急雇用創出事業臨時特例基金補助金と

して２，０４８万２，０００円等を見込んでございます。 

  民生費県補助金は７，６６２万７，０００円で、社会福祉費補助金の３，９１０万２，

０００円につきましては、主なものとして、重度心身障害児(者)の医療費補助金３，０

３９万８，０００円等でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  児童福祉費補助金につきましては、乳幼児医療費の補助金等１，５５２万３，０００

円等でございます。 

  次に、衛生費県補助金は９４４万９，０００円で、合併処理浄化槽設置費補助金等で

ございます。 

  農林業費県補助金は１，３０４万９，０００円で、農業費補助金で９５５万円、林業

費補助金で３４９万９，０００円でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  土木費県補助金は４，６６５万５，０００円で、高速道路関連事業費４，６３０万円

等でございます。 

  教育費県補助金は１２０万円で、放課後子ども教室推進事業補助金等でございます。 

  県支出金の委託金の総務費委託金は４，１５８万８，０００円で、県民税徴収取り扱

い委託金２，７００万円及び任期満了に伴う県知事選挙委託金８１４万６，０００円等

でございます。 

  次に、財産収入の財産運用収入の利子及び配当金につきましては１１万２，０００円

で、主なものとしましては、森林組合の出資配当金１０万円等でございます。 

  次のページをお願いします。 
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  財産貸付収入につきましては、普通財産の貸付収入１１０万円を見込んでございます。 

  続いて、財産売払収入の不動産売払収入につきましては３，２２４万８，０００円で、

主なものは、丹田台改良住宅及び共栄樫ノ木住宅の払い下げ収入でございます。 

  次に、寄付金につきましては、一般寄付金で１０万円、総務費寄付金につきましては

５０万円、これにつきましては、さわやか上富田まちづくり寄付金５０万円を見込んで、

さわやか上富田まちづくり基金への積立金に充当してございます。 

  次に、基金繰入金のさわやか上富田文化と健康づくり基金繰入金につきましては３，

１５０万円を見込み、図書購入費や文館の自主事業及び維持管理費、また、スポーツセ

ンター維持管理費等に充当してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  小集落改良住宅基金繰入金は、３，２４０万３，０００円を見込んでございます。土

木費の住宅管理費の建物補償費等へ充当してございます。 

  減債基金繰入金は４，５００万円で、これにつきましては、公債費の元金償還に充当

してございます。 

  繰入金の財産区繰入金の総務費繰入金は２４０万７，０００円で、これにつきまして

は、任期満了に伴う市ノ瀬財産区議会議員選挙費用に充当してございます。 

  特別会計繰入金につきましては６，５００万円で、これにつきましては、特別会計砂

利採取採石事業からの繰入金を見込んでございます。 

  繰越金につきましては１，０００万円で、前年度の繰越金を見込んでございます。 

  諸収入の延滞金１００万円、加算金１，０００円、それから、町預金利子１万円をそ

れぞれ見込んでございます。 

  次に、雑入の県証紙売りさばき代金３５０万円及び県証紙売りさばき手数料７万３，

０００円は、前年度と同額を見込んでございます。 

  納付金の日本スポーツ振興センター納付金は、６４万４，０００円を見込んでござい

ます。 

  雑入の高額療養費立て替え分戻し入れ金は、４万円を見込んでございます。 

  雑入につきましては３，２５９万９，０００円で、主なものにつきましては、海外研

修業務負担金として４８０万円。 

  次のページをお願いいたします。 

  市町村振興宝くじ交付金で６００万円、住宅新築資金管理組合負担金として５７３万

２，０００円等でございます。 

  続きまして、町債でございます。 

  民生債で３５０万円、土木債で２億７，２８０万円、臨時財政対策債で３億９，００
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０万円の合計６億６，６３０万円を見込んでございます。なお、臨時財政対策債につき

ましては、前年度より１億３，０００万円増額となっていますのは、国において平成２

２年度の総額を増額したことによるものでございます。 

○議長（吉田盛彦） 

  １０時４５分まで休憩します。 

 

 休憩 午前１０時３４分 

 

 再開 午前１０時４５分 

 

○議長（吉田盛彦） 

  再開します。 

  引き続き提案理由の説明を求めます。 

  総務政策課長、和田君。 

○総務政策課長（和田幸太郎） 

  引き続きまして、議案第６号、平成２２年度上富田町一般会計予算の歳出の方を説明

させていただきます。 

  ３１ページをお願いいたします。 

  議会費は８，０８８万５，０００円で、これにつきましては、次のページをお願いい

たします。 

  委託料に、前年度に引き続き、定例会等議事録作成業務委託料１００万円等を措置し

てございます。 

  続いて、総務費の一般管理費では４億１，７８３万２，０００円で、町の全般的な管

理運営及び庁舎の維持管理運営等を計上してございます。主なものとしましては、交際

費につきましては、前年度と同額１００万円としてございます。 

  需用費のうち印刷製本費につきましては、町広報紙の印刷費等を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３５ページの負担金、補助及び交付金では、郡町村会負担金２６５万４，０００円、

市ノ瀬財産区への補助金１億１，０００万円、町内会運営補助金５９８万円、また、共

済組合長期分追加費用負担金及び和歌山県市町村総合事務組合特別負担金等を措置して

ございます。 

  また、補償、補填及び賠償金に、上富田町土壌改良剤製造共同作業場の明渡調停に係

る建物明渡請求調停和解金５００万円を措置してございます。 
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  次に、財産管理費は、１，５５１万６，０００円を措置してございます。主なものに

つきましては、次のページをお願いいたします。 

  駐車場用地借り上げ料６０９万３，０００円等を措置してございます。 

  交通安全対策費では１，９１４万９，０００円で、主なものとしましては交通指導員

２５名の報酬、また、次のページの負担金、補助及び交付金で、前年度に引き続き、チ

ャイルドシート購入費補助金４０万円、くちくまのコミュニティバス運行経費補助金１，

５２０万円等を措置してございます。 

  ３７ページをお願いいたします。 

  企画費では１，７７３万９，０００円です。主なものとしましては、負担金、補助及

び交付金で、地上デジタル放送の開始に合わせて、テレビ難視聴地域解消事業を行う共

聴受信施設組合に対し国が実施する電波遮蔽対策事業費補助金につきまして、３カ所で

３７５万円等を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  口熊野町づくり事業費では７８４万８，０００円で、主なものとしましては、負担金、

補助及び交付金で、プロ野球ウエスタンリーグ公式戦、南紀おやじバンドコンテスト、

友遊フェスティバル、関西独立リーグ公式戦の４イベントの補助金４００万円等を措置

してございます。 

  人権推進費では６０万５，０００円で、昨年度に引き続き、人権推進に要する所要額

を措置してございます。 

  ３９ページをお願いいたします。 

  男女共同参画社会推進費では、５５万８，０００円を措置してございます。 

  地籍調査費では５，６２３万７，０００円で、本年度の調査地区につきましては、新

規地区で岩田字上殿、大坊地区及び平成２１年度からの継続地区の岩田字上岩田、方鹿

地区を予定してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  総合計画策定費では３２１万円で、第４次上富田町総合計画の策定に伴う所要額を措

置してございます。 

  ふるさと雇用再生特別基金事業費では７７３万円６，０００円で、昨年に引き続き、

就学前児童の育成支援業務委託料を措置してございます。 

  緊急雇用創出事業臨時特例基金事業費では２，０６０万３，０００円で、昨年に引き

続き、賃金で、河川環境整備事業ほか４件の事業で６名の臨時傭人料１，２８１万７，

０００円及び宿直業務委託料３８３万３，０００円等を措置してございます。 

  ４１ページをお願いいたします。 
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  次に、税務総務費では６，４９５万３，０００円で、主なものとしましては、負担金、

補助及び交付金で、和歌山地方税回収機構負担金２０４万９，０００円等を措置してご

ざいます。 

  次のページをお願いいたします。 

  賦課徴収費では２，９１７万４，０００円で、課税と徴収に係る経費についてそれぞ

れ措置しており、主なものとしましては、委託料で、固定資産地番修正業務委託料２２

０万円等を措置してございます。 

  ４３ページをお願いいたします。 

  戸籍住民基本台帳費では３，１５６万３，０００円で、主なものとしましては使用料

及び賃借料に住基ネットワークシステム借り上げ料及び戸籍総合システム借り上げ料等

を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  選挙費の選挙管理委員会費は１，１１２万４，０００円で、主なものとしましては、

委託料で、投票人名簿システム業務委託料１０９万６，０００円を措置してございます。 

  次に、町議会議員選挙費８６９万円、次のページの参議院議員通常選挙費８２５万円、

県知事選挙費８１５万６，０００円、次のページをお願いいたします。農業委員会委員

選挙費３５１万円、次のページの市ノ瀬財産区議会議員選挙費２４０万７，０００円を

措置してございます。それぞれ任期満了に伴う選挙に必要な所要額を措置してございま

す。 

  参議院議員総選挙費、町長選挙費につきましては、本年度はございません。 

  次に、統計調査総務費では９１０万５，０００円で、主なものにつきましては、職員

１名分の人件費でございます。 

  次のページ、４８ページをお願いいたします。 

  指定統計調査費では６４２万９，０００円で、本年１０月１日を基準日として実施さ

れます国勢調査に伴う調査員報酬等の所要額を措置してございます。 

  続きまして、監査委員費では４１万７，０００円で、監査委員２名の報酬等を措置し

てございます。 

  ４９ページをお願いいたします。 

  民生費の社会福祉総務費では２億４，０５１万６，０００円で、主なものとしまして

は、委託料で、指定管理者制度に基づく地域福祉センター管理委託料２５０万円、また、

繰出金で、特別会計介護保険への繰出金１億７，０９５万６，０００円等を措置してご

ざいます。 

  老人福祉費では４，４６３万２，０００円で、主なものとしましては、次のページを
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お願いいたします。委託料で、緊急通報監視センター委託料３７８万円、また、負担金、

補助及び交付金で、紀南地方老人福祉施設組合への負担金及び百々千園改築事業公債費

負担金、老人クラブへの補助金等を措置し、また、扶助費につきましては敬老年金３４

２万円等を措置してございます。 

  次に、障害福祉費では２億６，３６６万円で、主なものとしましては、扶助費で、次

の５２ページに計上しておりますが、介護給付、訓練給付及び短期入所サービス等の障

害福祉サービス費２億２，１００万円等を措置してございます。 

  ５２ページをお願いいたします。 

  社会・児童福祉医療費では４億５９９万円で、扶助費で各医療費の所要額１億６８３

万５，０００円、また、繰出金で、特別会計国民健康保険、老人保健、後期高齢者医療

への繰出金２億９，３７３万１，０００円を措置してございます。 

  大谷総合センター運営費では１，４７１万６，０００円で、センター運営費に係る所

要額を措置してございます。 

  次に、５４ページをお願いいたします。 

  児童福祉総務費では３，６５０万５，０００円で、主なものとしましては、扶助費で、

児童手当については従来の子ども手当として、２月、３月分の２カ月分２，６８４万円

を措置してございます。 

  ５５ページ、保育所運営費では３億１，１２２万６，０００円で、平成２２年度の保

育所運営に係る職員給与費ほか所要の経費を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  児童措置費で、３億２，１７５万円を措置してございます。これにつきましては、新

政府において、平成２２年度の子ども手当に関する暫定的な措置として子ども手当と児

童手当を併給し、合わせて１人につき月１万３，０００円支給する子ども手当３億２，

１７５万円を計上してございます。対象児童数につきましては、平成２１年１２月末現

在の児童で押さえた段階で、児童数は、児童手当分で１，９９５名で１億３，４２０万

円、子ども手当分につきましては２，４７５名で、１億８，７５５万円を措置してござ

います。 

  続きまして、災害救助費では１，２０５万円で、昨年度と同額を措置してございます。 

  ５７ページ、次に、衛生費の保健衛生総務費では１億４３８万１，０００円で、主な

ものとしましては、委託料で、妊婦の１４回分の検診費用について、妊産婦検診委託料

１，３５０万８，０００円を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  それと、負担金、補助及び交付金で、公立紀南病院組合への負担金及び病院群輪番制
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負担金等を措置してございます。 

  予防費では５，９８９万１，０００円で、主なものとしましては、委託料で、各種検

診委託料について２，９８９万３，０００円を措置してございます。 

  ５９ページの環境衛生費では２，２４８万３，０００円で、主なものとしましては、

次のページをお願いいたします。委託料で、水質検査委託料及び斎場事務業務委託料等

を措置してございます。 

  ６１ページをお願いします。 

  清掃総務費では３億７，９１４万３，０００円で、主なものとしましては、ごみ収集

処理に係る委託料、及び負担金、補助及び交付金で、上大中清掃施設組合負担金及び次

のページに掲載しています富田川衛生施設組合負担金等を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  農業費の農業委員会費では１，３６６万７，０００円で、農業委員会の委員報酬及び

委員会に必要な所要額を措置してございます。 

  ６３ページをお願いいたします。 

  農業総務費では１億６，１４４万４，０００円で、主なものにつきましては、次のペ

ージをお願いします。負担金、補助及び交付金で、上富田町農業振興協議会への補助金

５４２万４，０００円、また、特別会計農業集落排水事業への繰出金１億４，３５６万

８，０００円等を措置してございます。 

  次に、農業振興費では１，８３９万７，０００円で、次のページの負担金、補助及び

交付金で、昨年度に引き続きまして、中山間地域等直接支払事業交付金１，７００万円

を措置してございます。 

  畜産振興費は、５万４，０００円でございます。 

  小規模土地改良事業費では９７０万円で、委託料で、岩田西ノ谷水路改修等の委託料

を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  林業費の林業総務費では１，８６５万３，０００円で、主なものとしましては、負担

金、補助及び交付金で、森林整備地域活動支援交付金６８０万円で、林業振興に係る経

費を措置してございます。 

  また、委託料に、平成２３年度に和歌山県で開催されます第６２回全国植樹祭に合わ

せて、植樹祭整備委託料１５１万６，０００円を措置してございます。 

  ６７ページをお願いいたします。 

  商工費の商工総務費では２，１０９万３，０００円で、主なものとしましては、負担

金、補助及び交付金で商工会への補助金３３０万、事業所等設置奨励金８５０万円等を



－ 27 － 

措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  土木費の土木総務費では３，２９３万３，０００円で、主なものにつきましては、委

託料で、本年度も木造住宅耐震診断業務委託料２２万円、負担金、補助及び交付金に木

造住宅耐震改修費補助金６０万円等を措置してございます。 

  ６９ページをお願いいたします。 

  道路橋梁総務費では３１３万１，０００円で、県営事業負担金等を措置してございま

す。 

  道路橋梁維持費では８８０万円で、交通安全施設整備工事請負費３１０万円、また、

南紀の台１号線歩道設置用地購入費４５０万円等を措置してございます。 

  高速道路推進費では１億９７９万６，０００円で、主なものとしましては、次のペー

ジをお願いいたします。高速道路推進費として、高速道路町関連施設用地として、面積

で３，３１０平方メートル、所有者４名の用地購入費４，２００万円及び補償、補填及

び賠償金のところで、住宅１棟、倉庫６棟ほかの移転補償費で４，４００万円等を措置

してございます。 

  続いて、社会資本整備総合交付金事業では４，６３０万４，０００円で、これにつき

ましては、前年度、国において経済対策として創設されました地域活力基盤創造交付金

事業の名称変更したもので、事業内容につきましては、板木橋ほか４件の橋梁塗装工事

請負費として３，５００万円等を措置してございます。 

  土木費の河川費の河川総務費では３５１万５，０００円で、委託料で井の谷地区排水

施設管理委託料等を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  河川管理費では４５万円で、河川管理の経費を措置してございます。 

  土木費の都市計画費では１億６，９７２万８，０００円で、主なものとしましては、

特別会計公共下水道事業への繰出金１億６，９６０万円等を措置してございます。 

  住宅費の住宅管理費では３，３５９万５，０００円で、住宅の維持管理経費や補償、

補てん及び賠償金で建物補償費として、共栄樫ノ木住宅４戸分の払い下げ経費で２，２

４０万３，０００円等を措置してございます。これにつきましては小集落改良住宅基金

より繰り入れし、財源充当してございます。 

  公営住宅建設事業費では３億９，０２２万６，０００円で、中島住宅の除却及び栗ケ

谷住宅１５戸分の建築に伴う設計監理委託料、工事請負費及び用地購入費等を措置して

ございます。 

  次のページをお願いいたします。 
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  消防費の常備消防費は２億９２３万円で、田辺市への消防事務業務委託料等を措置し

てございます。 

  非常備消防費では２，２３１万２，０００円で、消防団員１４０名の報酬及び備品購

入費で、防災用備蓄備品購入費１００万円、第１分団消防車庫公共下水道接続工事請負

費等を措置してございます。 

  次のページ、７６ページをお願いいたします。 

  水防費は、２８万円を措置してございます。 

  次に、教育費、教育委員会費では２１１万６，０００円で、教育委員会委員の報酬等

を措置してございます。 

  事務局費で４，０７４万２，０００円で、事務局に要する経費、給与費、各種負担金

等で、主なものにつきましては、不登校児童の対策としまして、賃金で、適応指導教室

臨時庸人料、備品購入費には適応指導教室用備品購入費等を措置してございます。また、

負担金、補助及び交付金で、次のページをお願いいたします。下から４行目にございま

す私立幼稚園就園奨励費補助金７２０万円及び次のページの、スポーツを通じての地域

交流を図るため、地域交流事業補助金５０万円等を措置してございます。 

  ７９ページの小学校費の学校管理費で５，６６０万５，０００円で、小学校５校分の

維持管理費や運営費等を措置してございます。 

  次の８０ページをお願いいたします。 

  教育振興費では８７３万４，０００円で、委託料に各種検診委託料及び扶助費に要保

護及び準要保護児童援助費等を措置してございます。 

  ８１ページの中学校費の学校管理費では２，２４８万２，０００円で、中学校の維持

管理費や運営費を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  教育振興費では２，４７５万８，０００円で、委託料に各種検診委託料及びオースト

ラリアへの海外研修業務委託料９２０万円、負担金、補助及び交付金に生徒クラブ活動

振興補助金１６８万２，０００円、英語指導助手設置事業費補助金４５０万円等を措置

してございます。 

  ８３ページ、上富田中学校整備事業費では８００万円で、校舎屋内運動場の耐震改修

設計委託料７００万円等を措置してございます。 

  次に、社会教育費の社会教育総務費では２，３８２万６，０００円で、委員報酬及び

職員給与費ほか、社会教育推進のための所要額を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  生涯学習事業費では８８１万７，０００円で、負担金、補助及び交付金に上富田文化



－ 29 － 

協会活動補助金８０万円等を措置し、生涯学習の推進を図ることとしてございます。 

  ８５ページをお願いいたします。 

  公民館運営費では２，０３８万４，０００円で、各公民館の運営経費及び活動補助金

等を措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  人権教育推進費では３３０万７，０００円で、人権教育を推進するための所要額及び

進学奨励費補助金等を措置してございます。 

  ８７ページをお願いいたします。 

  青少年対策費では６０２万４，０００円で、負担金、補助及び交付金で青少年センタ

ー負担金３５０万９，０００円等を措置してございます。 

  児童館運営費は１，０６９万５，０００円で、次のページをお願いいたします。各児

童館の経費等を措置してございます。 

  次に、放課後児童対策費は１，３１７万４，０００円で、あすなろ及びなごみ学童保

育のための業務委託料等を措置してございます。 

  ８９ページをお願いいたします。 

  図書館運営費は９３０万円で、備品購入費に図書購入費ほかの所要額を措置してござ

います。 

  次に、９０ページをお願いいたします。 

  文化会館運営費は３，５７９万２，０００円で、文化会館の運営に必要な維持管理費

及び委託料に自主事業委託料５００万円を措置してございます。 

  ９１ページの保健体育総務費では１，７５８万２，０００円で、次のページをお願い

いたします。負担金、補助及び交付金に体育協会及び紀州口熊野マラソン実行委員会、

また、ジュニア駅伝大会等への補助金等を措置してございます。 

  体育施設管理費は３，７４５万７，０００円で、スポーツセンターほかの体育施設に

係る経費で、委託料で、スポーツセンター管理業務委託料で３４２万１，０００円、野

球場、球技場、多目的広場の芝生管理委託料で９４５万円、使用料及び賃借料で、スポ

ーツセンター土地借り上げ料３８０万円を措置してございます。 

  ９３ページをお願いいたします。 

  次に、１０款、災害復旧費の１項、公共土木施設災害復旧費、２項、農林水産施設災

害復旧費の単独災害復旧事業費につきましては、それぞれ５０万円を災害の応急復旧に

備え措置してございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  公債費でございます。元金につきましては、６億５，５６８万３，０００円につきま
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しては長期債の償還金でございます。利子で、長期債償還利子１億２，９３２万５，０

００円、それと、一時借入金利子１２５万円を措置してございます。 

  予備費につきましては、前年度と同額の１００万円としてございます。 

  ９５ページから９９ページにつきましては、給与費明細書でございます。 

  本年度は、特別職でございますけども、町長等で２名、議員さんで１２名、次の９６

ページに、一般職で職員９９名分等についての給与明細表をつけてございます。恐れ入

りますが、お目通しのほどをよろしくお願いいたします。 

  次に、１００ページをお願いいたします。 

  債務負担行為に関する調書でございます。投票人名簿システム業務委託事業、総合計

画策定業務委託事業、くちくまのコミュニティバス運行事業、広域廃棄物最終処分場候

補地選定調査業務、エコスタイル推進事業、これらの５つの事業についての平成２２年

度以降の支出予定額の状況でございます。お目通しのほどをよろしくお願いいたします。 

  最後に、次の地方債の現在高の見込みに関する調書でございます。一番下の行の合計

の左端ですが、６２億２，９２３万１，０００円、これにつきましては、平成２０年度

末の現在高、次に平成２１年度末では６３億６，５５２万９，０００円の見込みでござ

います。 

  次に、平成２２年度の予定ですが、起債の見込み額は６億６，６３０万円、元金の償

還見込み額は６億２，５６８万３，０００円で、平成２２年度末の現在見込み額は６３

億７，６１４万６，０００円としてございます。 

  以上が、平成２２年度の予算の内訳でございます。大変厳しい予算編成となっていま

すが、何とぞご承認賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（吉田盛彦） 

  １時３０分まで休憩をします。 

 

 休憩 午前１１時１２分 

 

 再開 午後 １時３０分 

 

○議長（吉田盛彦） 

  再開します。 

  ７番、奥田議員より、遅刻の届が出ております。 

  午前に引き続き、提案理由の説明を求めます。 

  住民生活課長、廣井君。 
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○住民生活課長（廣井哲也） 

  よろしくお願いいたします。 

  私の方からは、議案第７号から議案第１０号までご説明申し上げます。 

  議案第７号、平成２２年度上富田町特別会計国民健康保険事業予算。 

  平成２２年度上富田町の特別会計国民健康保険事業予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、事業勘定の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１７億８，８９３万７，

０００円と定める。 

  ２項、事業勘定の歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 

歳入歳出予算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  第１号、各項に計上した給料、職員手当等及び共済費に係る予算額に過不足を生じた

場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  第２号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

項内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  なお、この会計におきます２月末現在の加入世帯は２，９５３世帯、被保険者数は５，

５８４人となっております。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入、１款、国民健康保険税、５億４，６３１万７，０００円と定めております。 

  以下、２款、使用料及び手数料、１万円、３款、国庫支出金、５億８０５万９，００

０円、４款、療養給付費交付金、４，８６２万３，０００円、５款、前期高齢者交付金、

１億７，７８０万１，０００円、６款、県支出金、８，７０１万８，０００円、７款、

共同事業交付金、２億１，３３４万９，０００円、８款、財産収入、１，０００円、９

款、繰入金、１億５，８０１万円、１０款、繰越金、１万円、１１款、諸収入、４，９

７３万９，０００円。 

  歳入合計といたまして、１７億８，８９３万７，０００円と定めております。 
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  ４ページをお願いいたします。 

  歳出、１款、総務費、６，７９０万７，０００円と定めております。 

  以下、２款、保険給付費、１１億４７万円、３款、後期高齢者支援金等、２億４，６

２３万２，０００円、４款、前期高齢者納付金等、７３万３，０００円、５款、老人保

健拠出金、６０５万円、６款、介護納付金、１億１，０５４万９，０００円、７款、共

同事業拠出金、２億３，２２４万２，０００円、８款、保健事業費、２，０１５万３，

０００円、９款、基金積立金、１，０００円、１０款、公債費、１５０万円、１１款、

諸支出金、２１０万円、１２款、予備費で１００万円。 

  歳出合計といたしまして、１７億８，８９３万７，０００円と定めております。 

  ６ページから８ページ、歳入歳出予算事項別明細書総括につきましては、お目通しを

お願いいたします。 

  ９ページの歳入をお願いします。 

  ２、歳入をご説明いたします。 

  １款、国民健康保険税、１目、一般被保険者国民健康保険税及び２目、退職被保険者

等国民健康保険税で、本年度、５億４，６３１万７，０００円を計上しております。対

前年度当初比較で、２，７５２万４，０００円の増となります。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２款、使用料及び手数料、１目、督促手数料で、前年同額の１万円を計上しておりま

す。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、療養給付費等負担金で、３億８，４３

１万１，０００円を計上しております。これは、保険者負担分の３４％となります。 

  ２目、高額医療費共同事業負担金で９４４万６，０００円、３目、特定健康診査等負

担金で２７４万８，０００円、国庫負担金全体で３億９，６５０万５，０００円を計上

しております。 

  次に２項、国庫補助金、１目、財政調整交付金で１億８３２万６，０００円、これは

保険者負担分の９％を見込んでおります。 

  ２目、介護従事者処遇改善臨時特例交付金２３２万８，０００円、これは介護従事者

報酬３％アップ分の交付金となります。 

  ３目、出産育児一時金補助金で９０万円、これは、昨年１０月の制度改正により引き

上げられた部分に対する国庫補助の２分の１分でございます。 

  ２項の国庫補助金全体では、１億１，１５５万４，０００円を計上しております。 

  次に４款、療養給付費交付金で４，８６２万３，０００円、これは、支払基金から交

付されるものでございます。 
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  次のページ、５款、前期高齢者交付金で１億７，７８０万１，０００円、これも支払

基金から交付されるものでございまして、前期高齢者の加入率が高いほど多く交付され

ることになります。 

  ６款、県支出金、１項、県負担金、１目、高額医療費共同事業負担金で９４４万６，

０００円、２目、特定健康診査等負担金で２７４万８，０００円、３目、県調整交付金

で７，１８２万４，０００円で、この内訳といたしましては、右側に普通調整交付金で

６，６８２万４，０００円でございます。これは、保険者負担分の７％を見込んでおり

ます。県負担金合計で、８，４０１万８，０００円を措置しております。 

  ６款、県支出金、２項、県補助金、１目、財政対策補助金で３００万円を措置してお

ります。これは、県の地域単独事業に係る分の国の補助金獲得の２分の１を見込んでお

ります。 

  ７款、共同事業交付金で、２億１，３３４万９，０００円を措置しております。これ

は、３０万及び８０万を超える高額医療費に対して、国保連合会から交付されるもので

ございます。 

  ８款の財産収入では、前年同様の１，０００円を措置しております。 

  １２ページをお願いいたします。 

  ９款、繰入金、１目、一般会計繰入金では、基盤安定繰入金の保険税の７割、５割、

２割の軽減分及び保険者支援分の繰入金で、町負担はそれぞれ４分の１となっておりま

す。 

  次に、一番下段にあります国保システム改修繰入金として、１，２００万を計上して

おります。これにつきましては保険料の軽減措置でございまして、非自発的離職者、つ

まり本人の意思でなく離職した方に対する保険料の軽減措置で、国保税算出の基礎とな

る給与所得を１００分の３０として計算することとなっており、その事務を行うための

システム改修費となっております。 

  その他繰入金を含めまして、１億５，８０１万円を計上しております。 

  ９款、繰入金はございません。 

  １０款、繰越金は、前年同額の１万円を計上しております。 

  １１款、諸収入、１項、延滞金、加算金及び過料、１目の一般被保険者延滞金と２目、

退職被保険者等延滞金として、２，０００円を計上しております。 

  ２項、町預金利子として１，０００円を計上しております。 

  ３項、雑入では、一般被保険者第三者納付金、退職被保険者等第三者納付金及び５目、

雑入で４，９６７万円を措置しております。この雑入につきましては、財源不足の処理

を次年度よりの繰り上げ充用で処理させていただきたいと考えておりまして、その繰り
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上げ充用財源を雑入として措置させていただいております。３項、雑入全体では４，９

７３万６，０００円を計上させていただいております。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３の歳出でございます。 

  １款の総務費、１目、一般管理費で、本年度、４，０５４万７，０００円を計上して

おります。主なものといたしましては、職員３名分の人件費、７節、賃金の臨時傭人料

につきましては１名分でございます。１３節、委託料の医療制度改正に伴う国保システ

ム改修委託料で、１，２００万を新規に措置させていただいております。これにつきま

しては、歳入でご説明いたしました非自発的離職者に対する所得額を１００分の３０に

見るという軽減措置に関するシステム改修委託料となっております。 

  ２目、連合会負担金で１５０万、一般管理費合計では４，２０４万７，０００円を措

置しております。 

  ２項、徴税費でございます。１目、賦課徴税費で２，５６７万４，０００円を計上し

ております。職員２名分の人件費及び７節の臨時傭人料につきましては、２名分６７７

万６，０００円を措置しております。国保税の徴収に要する経費でございます。 

  ３項、運営協議会費につきましては、前年同様１８万６，０００円を措置しておりま

す。 

  ２款、保険給付費、１項、療養諸費、１目、一般被保険者療養給付費で９億１，３５

０万円を見込んで計上しております。次のページをお願いいたします。２目、退職被保

険者等療養給付費で５，３５５万円、３目、一般被保険者療養費で１，４７０万、４目、

退職被保険者等療養費で１０５万、５目、審査支払手数料で４３５万５，０００円で、

２項の療養諸費全体では、９億８，７１５万５，０００円を計上しております。対前年

度当初比較では、２，２５９万３，０００円の減となっております。 

  ２項の高額療養費では、１目、一般被保険者高額療養費で８，８２０万、２目、退職

被保険者等高額療養費で４３０万５，０００円、その下、３目からは、昨年から始まり

ました高額介護合算療養費となっております。３目で、一般被保険者高額介護合算療養

費で６０万円、これは４名分を措置しております。 

  ４目、退職被保険者等高額介護合算療養費２０万円は、１名分、それぞれ措置してお

ります。 

  高額療養費全体では、９，３３０万５，０００円と計上しております。 

  ３項、移送費では２万円を、４項、出産育児諸費では、出産一時金として１，８９０

万、審査支払手数料で１万円、合わせまして１，８９１万円を、それから５項、葬祭諸

費では１０８万円を葬祭費として計上しております。 
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  次の１８ページをお願いいたします。 

  ３款、後期高齢者支援金等です。本年度、２億４，６２３万２，０００円を措置して

おります。これは、以前の老人保健医療費拠出金にかわるものでございます。 

  ４款、前期高齢者納付金等では、７３万３，０００円を措置しております。これは支

払基金に拠出するもので、各保険者間の調整を行い、前期高齢者加入率が全国平均を上

回れば、前期高齢者交付金として交付されます。２１年度では、見込みでございますけ

れども１億７，７００万円程度を予定しております。 

  ５款、老人保健拠出金でございまして、６０５万円を措置しております。これは、平

成２０年度の精算分を支払基金へ支出するもので、前年度当初比較で４，５９５万円の

減となっております。 

  ６款、介護納付金、１億１，０５４万９，０００円です。これは、４０歳から６４歳

までの介護分で、支払基金に納付するものでございます。 

  ７款、共同事業拠出金、２億３，２２４万２，０００円を措置しております。これは、

県内市町村の財政安定化を図るため、一般被保険者の３０万及び８０万を超える医療費

について、国保連合会へ拠出するものでございます。 

  ８款、保健事業費の１目、特定健康診査等事業費で、９２７万１，０００円を計上し

ております。主なものといたしましては、次のページをお願いいたします。 

  １３節、委託料で、特定健診委託料７７４万４，０００円を措置しております。特定

健診の集団健診につきましては、６５歳以上は４月末に３日間、４０歳から６４歳まで

の方につきましては５月初めに３日間を予定しております。 

  ８款の２項、保健事業費、１目、保健衛生普及費で１，０８８万２，０００円を措置

しております。レセプト点検に係る経費及び人間ドック委託料等でございます。 

  ９款、基金積立金につきましては、前年同額の１，０００円を措置しております。 

  １０款、公債費、１目、利子として、一時借入金の利子といたしまして１５０万を措

置しております。 

  １１款、諸支出金として、一般退職過年度還付金を前年同額の２１０万円、１２款、

予備費として、これも前年同額の１００万円をそれぞれ措置させていただいております。 

  次の２２ページからの給与費明細書につきましては、お目通しをお願いいたします。 

  以上でございます。ご承認賜るようによろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案第８号、平成２２年度上富田町特別会計老人保健予算。 

  平成２２年度上富田町の特別会計老人保健予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３９８万８，０００円と定める。 
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  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、１００万円と定める。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  この会計につきましては、老人保健に伴う保健医療機関が請求することができる診療

報酬債権は３年間となっておる関係で本年度で終了し、本年度以降に発生する精算につ

きましては、一般会計の方で処理させていただきたいと考えております。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入。 

  １款、支払基金交付金、１９８万４，０００円と定めております。以下、２款、国庫

支出金で１３０万、３款、県支出金で３２万５，０００円、４款、繰入金で３６万８，

０００円、５款、諸収入で１万１，０００円、歳入合計といたしまして、３９８万８，

０００円と定めております。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費で４万円と定めております。以下、２款、医療諸費で３９４万６，００

０円、３款、公債費で２，０００円、歳出合計といたしまして、３９８万８，０００円

と定めております。 

  次のページの歳入歳出予算事項別明細書、総括につきましては、お目通しをお願いい

たします。 

  ６ページの歳入からお願いいたします。 

  １款、支払基金交付金で、前年同額の１９８万４，０００円を措置しております。 

  以下、５款まですべて昨年と同額を計上させていただいております。 

  ２款、国庫支出金で１３０万円、３款、県支出金で３２万５，０００円、４款、繰入

金で３６万８，０００円、５款、諸収入、１目、町預金利子で１，０００円、５款の諸

収入で１万円、それぞれ昨年と同額を計上させていただいております。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出。 

  １款、総務費、１目、一般管理費、本年度も前年同額の４万円を措置させていただい

ております。 

  ２款、医療諸費、１目、医療給付費で３７２万、２目、医療費支給費で１８万、３目、
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審査支払手数料で４万６，０００円、合計で３９４万６，０００円を措置しております。 

  ３款、公債費で、一時借入金の利子といたしまして２，０００円を措置しております。 

  以上でございます。ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案第９号をお願いします。 

  議案第９号、平成２２年度上富田町特別会計後期高齢者医療予算。 

  平成２２年度上富田町の特別会計後期高齢者医療予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億１，２３６万３，０００円と

定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、５，０００万円と定める。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  この会計におけます１月末の後期高齢者医療加入者は、１，７２６名でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入。 

  １款、保険料で７，５７７万円と定めております。 

  以下、２款の繰入金で１億３，５３５万３，０００円、３款、諸収入で１２４万円、

歳入合計といたしまして、２億１，２３６万３，０００円と定めております。 

  次のページの歳出でございます。 

  １款、総務費で２６３万３，０００円と定めております。以下、２款、後期高齢者医

療広域連合納付金で２億８３０万４，０００円、３款、公債費で１８万８，０００円、

４款、保健事業費で１２３万８，０００円、歳出合計といたしまして、２億１，２３６

万３，０００円と定めております。 

  次のページの歳入歳出予算事項別明細書、総括につきましては、お目通しをお願いい

たします。 

  ６ページの歳入をお願いいたします。 

  ２、歳入。 

  １款、保険料、１目、後期高齢者保険料で、本年度は７，５７７万円を措置しており

ます。対前年度当初比較で、５７８万２，０００円の増となっております。これにつき
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ましては、広域連合で試算された金額を計上させていただいております。 

  内訳でございますけれども、１節、現年度分徴収保険料として７，５４５万７，００

０円、特別徴収保険料で４，６２４万４，０００円、普通徴収保険料で２，９２１万３，

０００円をそれぞれ見込んでおります。２節、滞納繰り越し分保険料につきましては、

３１万３，０００円でございます。 

  ２款、繰入金、１目、一般会計繰入金で、１億３，５３５万３，０００円です。療養

給付費繰入金等ですが、これも、広域連合で試算されました額に基づいて計上させてい

ただいております。 

  ３款の諸収入では、１目、過料及び次の２項、町預金利子で、前年同額の２，０００

円を措置しております。 

  次のページの３項、雑入では１２３万８，０００円を措置しております。これは人間

ドック補助金でございまして、詳細は歳出でご説明させていただきたいと思います。 

  次のページ、歳出をお願いいたします。 

  ３、歳出。 

  １款、総務費、１目、一般管理費で、本年度、２０４万８，０００円を措置しており

ます。これは、申請書、被保険者証等に関する経費でございます。 

  ２項の徴収費につきましては、１目、徴収費で５８万５，０００円を措置しておりま

す。これは、徴収関係の経費でございます。 

  ２款、後期高齢者医療広域連合納付金、１目、後期高齢者医療広域連合納付金で２億

８３０万４，０００円を計上しております。これは、歳入で見込んでおります徴収保険

料等を広域連合へ納付するものでございます。 

  次のページの３款、公債費、１目、利子で、一時借入金利子として１８万８，０００

円を措置しております。 

  ４款、保健事業費、１目、保健事業費として１２３万８，０００円を計上しておりま

す。これは先ほど申し上げました人間ドックの補助金でございまして、新たに款を設け

ております。本年度より、後期高齢者医療も人間ドックの補助を実施することになりま

した。内容等は国保の人間ドックと同じでございまして、自己負担も国保と同じ１割負

担となっております。契約を行っている５つの医療機関で受けていただくことができま

す。 

  以上、ご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

  次に、議案第１０号、平成２２年度上富田町特別会計介護保険予算。 

  平成２２年度上富田町の特別会計介護保険予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 
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  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０億８，１０８万４，０００円

と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場

合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  第２号、保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における同一款

項内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  この会計におけます２月末現在の６５歳以上の方は３，１８８名で、昨年度同時期比

較では３６名の増となっております。高齢化率につきましては２０．８％、昨年同時期

よりも０．２％の増となっております。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入でございます。 

  １款、保険料、１項、介護保険料で１億７，５６７万１，０００円と定めております。

以下、２款、使用料及び手数料、１項、手数料で１，０００円、３款、国庫支出金、１

項、国庫負担金、２項、国庫補助金で２億６，１７７万６，０００円、４款、支払基金

交付金、１項、支払基金交付金で３億７１１万１，０００円、５款、県支出金、１項、

県負担金、２項、県補助金で１億４，９４２万１，０００円、６款、財産収入、１項、

財産運用収入で１万６，０００円、７款、繰入金、１項、一般会計繰入金、２項、基金

繰入金で１億８，２２３万４，０００円、８款、繰越金、１項、繰越金で１万円、９款、

諸収入、１項の町預金利子、２項、雑入で４８４万４，０００円歳入合計といたしまし

て、１０億８，１０８万４，０００円と定めております。 

  次のページをお願いいたします。 

  歳出でございます。 

  １款、総務費で３，４７８万円と定めております。以下、２款、保険給付費で１０億
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８７０万円、３款、公債費で１５０万円、４款、地域支援事業費で３，６１０万４，０

００円、歳出合計といたしまして、１０億８，１０８万４，０００円と定めております。 

  次の歳入歳出予算事項別明細書、総括につきましては、お目通しをお願いいたします。 

  ７ページの歳入をお願いいたします。 

  ２、歳入。 

  １款、保険料、１目、第１号被保険者保険料、本年度、１億７，５６７万１，０００

円を計上しております。第４期保険料として負担割合は２０％で、前年、２１年と同じ

でございます。 

  １節、現年度分で１億７，５１８万１，０００円、内訳は、特別徴収保険料で１億６，

１００万円、普通徴収保険料で１，４１８万１，０００円でございます。２節の滞納繰

り越し分では４９万円、それぞれ見込んで計上しております。 

  ２款、使用料及び手数料、１目、督促手数料では、昨年と同額の１，０００円、３款、

国庫支出金、１項、国庫負担金、１目、介護給付費負担金では１億８，２６６万円、こ

れは負担割合の１８．１％を見込んでおります。 

  ２項、国庫補助金、１目、調整交付金で７，０６０万８，０００円、これは、負担割

合の７％を見込んでおります。 

  ２目、介護予防事業交付金で３７５万１，０００円、３目、包括的支援・任意事業交

付金で４７５万７，０００円、国庫補助金の合計で７，９１１万６，０００円を見込ん

で計上させていただいております。 

  次のページをお願いします。 

  ４款の支払基金交付金、１目、介護給付費交付金で、本年度、３億２６１万円を措置

しております。これは、負担割合の３０％を見込んでおります。 

  ２目、地域支援事業支援交付金で４５０万１，０００円、合計といたしまして３億７

１１万１，０００円を計上しております。 

  ５款、県支出金、１項、県負担金、１目、介護給付費負担金で１億４，５１６万７，

０００円で、これは負担割合の１４．４％を見込んでおります。 

  ２項、県補助金では、１目、介護予防事業交付金、それから２目、包括的支援・任意

事業交付金で４２５万４，０００円を措置しております。 

  ６款、財産収入の１目、利子及び配当金で１万６，０００円を計上しております。こ

れは、基金の預金利子でございます。 

  ７款の繰入金、１項、一般会計繰入金、１目、介護給付費繰入金は１億２，６０８万

８，０００円で、これは負担割合１２．５％を見込んでおります。 

  ２目、その他一般会計繰入金で３，６２５万、３目、介護予防給付費繰入金で１８７
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万５，０００円、４目、包括的支援事業費繰入金で２３７万９，０００円、５目、包括

的支援町単独事業費繰入金で４３６万４，０００円など、一般会計繰入金全体で１億７，

０９５万６，０００円を計上しております。 

  次に、２項の基金繰入金では、１目、介護保険臨時特例基金繰入金で２２５万７，０

００円、２目、介護給付費準備基金繰入金で９０２万１，０００円、基金繰入金全体と

いたしまして１，１２７万８，０００円を計上しております。 

  本予算執行後の基金の残高につきましては、現時点で１，４４８万１，１７２円とな

ります。 

  ８款、繰越金、１目、繰越金で１万円、９款、諸収入、町預金利子で１，０００円を

それぞれ計上しております。 

  次のページをお願いいたします。 

  ９款、諸収入の２項、雑入です。３目、新予防給付サービス計画費収入で４８４万１，

０００円を計上しております。これは、要支援１、２のケアプランの作成料でございま

す。 

  次のページ、３歳出をお願いいたします。 

（７番 奥田議員 着席） 

  １款、総務費、１目、一般管理費で、本年度、３，０９０万６，０００円を計上して

おります。対前年度当初予算比較では７６９万３，０００円の減でございます。主なも

のといたしましては、職員３名分の人件費及び臨時傭人料４６３万８，０００円は３名

分でございます。その他、所要の経費を措置させていただいております。 

  次のページをお願いいたします。 

  ２項、徴収費、１目、賦課徴収費、本年度も、昨年同額の６９万７，０００円を計上

しております。 

  次の３項、介護認定調査費、１目、認定調査費で３１７万７，０００円を計上してお

ります。事務遂行の必要経費でございます。 

  ２款、保険給付費、１項、介護サービス等諸費は、介護認定者要介護１から５の方が

各サービスを利用した場合に給付するもので、本年度合計で、次の１３ページ、中段下

にございます計のところでございます。８億８，８００万を計上しております。２月末

現在の要介護認定者は４５０名、昨年同時期より４名が増えております。うち施設入所

者は１０６名でございまして、昨年同時期比較では８名の増となっております。 

  ２項、介護予防サービス等諸費につきましては、要支援１及び２の認定者の方が各サ

ービスを利用した場合に給付するものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 
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  本年度合計で４，４４４万円を計上させていただいております。２月末現在の要支援

１、２の認定者は１５３名で、昨年同時期より２２名の増となっております。 

  ３項、その他諸費、１目、審査支払手数料で１３２万を計上しております。 

  ４項、高額介護サービス等費は、要支援、要介護認定者の各サービスの１割の利用負

担額が１カ月単位で上限を超えたときに払い戻すサービス費でございまして、本年度も

昨年度と同額の２，２６０万を計上させていただいております。 

  ５項、高額医療合算介護サービス等費につきましては、昨年度から新たに設けられた

サービスでございます。各種医療保険の世帯に介護保険受給者がいる場合、医療保険と

介護保険の自己負担額を合算して、設定された限度額を超えたときに払い戻すサービス

でございます。本予算では国保で１名、後期高齢者医療で８９名の計９０名を措置して

おります。本年度も前年同額の、合計で６５０万円を計上させていただいております。 

  ６項、特定入所者介護サービス等費では、低所得者の方に対しまして、施設の居住費、

食費の補足給付費として、次のページをお願いいたします。本年度、４，５８４万円を

計上させていただいております。 

  ３款、公債費で、一時借入金の利子といたしまして１５０万を計上しております。 

  ４款、地域支援事業費につきましては、包括的支援センターの運営経費等でございま

す。１項、介護予防事業費で、次のページに合計がございます。１，５００万４，００

０円を計上させていただいております。これは特定高齢者施策や一般高齢者施策事業を

実施するもので、「てんとうむし」教室でありますとか、シニアエクササイズなどの事

業を引き続き予定しております。 

  また、生活機能評価委託料では、医師が血圧検査、問診等で介護認定される境目の方

を抽出いたしまして、介護予防を行うことになっております。 

  ２項の包括的支援事業・任意事業費でございます。 

  １目、総務管理費で、２１３万１，０００円を計上しております。職員１名分の給料、

手当ほか、ケアプラン作成業務委託料で、愛の園、社協等で２６７件、内訳につきまし

ては、新規１５件と継続２５２件を予定しております。 

  ２目、介護予防ケアマネジメント町単独事業費として、７０７万４，０００円を計上

しております。主なものといたしまして、社協に委託しております生きがい活動支援事

業でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３目、総合相談・権利擁護事業、本年度、４７３万１，０００円を計上しております。

職員１名分の給料、手当等ほかでございます。 

  ４目、包括的・継続的ケアマネジメント支援事業、４８６万円を計上しております。
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主なものといたしまして、１３節、委託料で、地域包括支援センター職員派遣委託料４

５１万２，０００円を措置しております。これにつきましては、地域包括支援センター

では主任介護支援専門員の設置を義務づけられておりまして、現在、社協より、資格を

有した職員１名を派遣してもらっております。その職員の人件費でございます。 

  次に、５目、任意事業費、２０３万４，０００円を計上しております。主なものとい

たしましては、家族介護等の支援費用でございます。 

  ２０ページからの給与費明細書につきましては、お目通しをお願いいたします。 

  以上でございます。何とぞご承認賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田盛彦） 

  産業建設課企画員、植本君。 

○産業建設課企画員（植本 亮） 

  私の方からは、議案第１１号及び議案第１２号についてご説明させていただきます。 

  議案第１１号、平成２２年度上富田町特別会計町営砂利採取砕石事業予算。 

  平成２２年度上富田町の特別会計町営砂利採取砕石事業予算は、次に定めるところに

よる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７，４６６万１，０００円と定め

る。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、２，０００万円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書きの規定により歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  ２ページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入。 

  １款、使用料及び手数料８万５，０００円、２款、県支出金１万円、３款、財産収入
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１，０００円、４款、繰入金７，４５４万４，０００円、５款、繰越金１万円、６款、

諸収入１万１，０００円、歳入合計７，４６６万１，０００円と定めております。 

  ３ページをお願いします。 

  歳出。 

  １款、公営企業費７，４６３万６，０００円、２款、公債費２万５，０００円、歳出

合計、７，４６６万１，０００円と定めております。 

  ４ページ、５ページの歳入歳出予算事項別明細書につきましては、お目通しのほどを

よろしくお願いいたします。 

  ６ページをお願いいたします。 

  ２、歳入。 

  １款、使用料及び手数料、土木手数料８万５，０００円と定めております。 

  ２款、県支出金、土木費補助金１万円と定めております。 

  ３款、財産収入、利子及び配当金１，０００円と定めております。 

  ３款、財産収入、不動産売払収入はゼロ円としております。 

  ４款、繰入金、砂利企業基金繰入金７，４５４万４，０００円と定めております。 

  一般会計繰入金、ゼロとしております。 

  ５款、繰越金１万円と定めております。 

  ６款、諸収入、町預金利子１，０００円と定めております。 

  諸収入、雑入１万円と定めております。 

  砂利事業収入、砂利販売収入は、ゼロとしております。 

  ８ページをお願いいたします。 

  ３、歳出。 

  １款、公営企業費、砂利総務費、７，４６３万６，０００円と定めております。主な

ものとしては、職員１名分の給料及び共済費等を措置しております。ほか、拠出金で、

一般会計繰出金として６，５００万円を措置しております。 

  砂利事業費、ゼロ円としております。 

  ２款、公債費、利子２万５，０００円と定めております。 

  ９ページから１２ページの給与費明細書等につきましては、お目通しのほどをよろし

くお願いいたします。 

  ご承認を賜わりますようよろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案第１２号について説明させていただきます。 

  議案第１２号、平成２２年度上富田町特別会計宅地造成事業予算。 

  平成２２年度上富田町特別会計宅地造成事業予算は、次に定めるところによる。 
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  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億３，６０５万２，０００円と

定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  一時借入金。 

  第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額

は、１億円と定める。 

  歳出予算の流用。 

  第３条、地方自治法第２２０条第２項のただし書きの規定により歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  ２ページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入。 

  １款、諸収入、２億３，６０５万２，０００円、歳入合計、２億３，６０５万２，０

００円と定めています。 

  歳出。 

  １款、宅地造成費、２億３，４５５万２，０００円、２款、公債費、１５０万円、歳

出合計、２億３，６０５万２，０００円と定めております。 

  ３ページの歳入歳出予算事項別明細書につきましては、お目通しのほどをよろしくお

願いいたします。 

  ４ページをお願いします。 

  ２、歳入。 

  １款、諸収入、宅地造成事業収入、予算額を１億９，８０５万１，０００円と定めて

おります。主なものとしては、宅地分譲収入として、栗ケ谷住宅建設予定地及び高速道

路に伴う集団移転地等の一般保有土地の売却の予定をしております。 

  ２目、町預金利子、１，０００円と定めております。 

  ３目、雑入、３，８００万円と定めております。主なものとしましては、大内谷残土

処分場への残土受け入れ料として３，６００万を予定しております。 

  ５ページをお願いします。 



－ 46 － 

  ３、歳出。 

  １款、宅地造成費、１目、宅地造成事業費、予算額として１億８，９７５万８，００

０円と定めております。主立ったものとしては、公有財産購入費として、栗ケ谷住宅の

建設予定地の紀伊商事プラント跡地等の用地先行取得費として１億５，０００万円を措

置しております。 

  それから工事請負費については、高速道路に係る集団移転に伴う宅地造成工事費及び

栗ケ谷住宅建設予定地の宅地造成工事費として３，５００万円を措置しております。 

  ２目、大内谷残土処理場事業費、４，４７９万４，０００円と定めております。主立

ったものとしては、職員１名の給与及び共済費等を措置しておりますほか、工事費とし

ては、大内谷残土処分場の工事費を措置しております。 

  ６ページをお願いします。 

  公債費、利子１５０万円と定めております。 

  ７ページから１１ページの給与費明細書等につきましては、お目通しのほどをよろし

くお願いいたします。 

  ご承認を賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（吉田盛彦） 

  ２時３０分まで休憩します。 

 

 休憩 午後２時１７分 

 

 再開 午後２時３０分 

 

○議長（吉田盛彦） 

  再開します。 

  提案理由の説明を願います。 

  総務政策課企画員、薮内君。 

○総務政策課企画員（薮内博文） 

  私の方からは議案第１３号、第１４号についてご説明申し上げますので、よろしくお

願いいたします。 

  初めに議案第１３号、平成２２年度上富田町特別会計宅地取得資金貸付事業予算。 

  平成２２年度上富田町の特別会計宅地取得資金貸付事業予算は、次に定めるところに

よる。 

  歳入歳出予算。 



－ 47 － 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ３４２万４，０００円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入。 

  １款、諸収入、１項、貸付金元利収入３４２万３，０００円、２項、町預金利子１，

０００円、歳入合計といたしまして３４２万４，０００円と定めています。 

  歳出。 

  １款、公債費、１項、公債費につきましては３４２万４，０００円と定めています。 

  次のページをお願いします。 

  なお、３ページの歳入歳出予算事項別明細書、総括につきましては、お目通しをお願

いいたします。 

  次のページをお願いします。 

  ２、歳入。 

  １款、諸収入、１項、貸付金元利収入、１目、宅地取得資金貸付金元利収入につきま

しては、３４２万３，０００円と定めています。 

  １節、貸付金元金収入２１１万５，０００円、これにつきましては国費１１件、県費

１１件分を見込んでございます。 

  ２節、貸付金利子収入４０万６，０００円、これにつきましては国費１１件、県費１

０件分を見込んでございます。 

  ３節、貸付金元金過年度収入６９万５，０００円、これにつきましては２１件分を見

込んでございます。 

  ４節、貸付金利子過年度収入２０万７，０００円、これにつきましては２１件分を見

込んでございます。 

  １款、諸収入、２項、町預金利子、１目、町預金利子につきましては１，０００円と

定めてございます。 

  ３、歳出。 

  １款、公債費、１項、公債費、１目、元金２６９万１，０００円、２３節、償還金、

利子及び割引料としまして２６９万１，０００円と定めています。これにつきましては、

国費、県費、それぞれの元金償還金を見込んでございます。 

  ２目、利子７３万３，０００円、２３節、償還金、利子及び割引料としまして７３万
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３，０００円と定めています。これにつきましても、国費、県費、それぞれの利子償還

金を見込んでございます。公債費合計といたしまして、３４２万４，０００円と定めて

います。 

  次のページをお願いします。 

  この表は、地方債の現在高の見込みに関する調書でございます。左の方から、１．普

通債、（３）地域改善、前々年度末現在高２，０５８万３，０００円、これにつきまし

ては平成２０年度末現在高でございます。前年度末現在高見込み額１，７８７万１，０

００円、これにつきましては平成２１年度末見込み額でございます。当該年度中の元金

償還見込み額２６９万１，０００円、これにつきましては平成２２年度中の元金償還の

見込み額でございます。当該年度末現在髙見込み額１，５１８万円、これにつきまして

は２２年度末の見込み額でございます。 

  以上でございます。 

  次に、議案第１４号についてお願いします。 

  議案第１４号、平成２２年度上富田町特別会計住宅新築資金貸付事業予算。 

  平成２２年度上富田町の特別会計住宅新築資金貸付事業予算は、次に定めるところに

よる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，７２３万５，０００円と定め

る。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入。 

  １款、県支出金、１項、県補助金１３万円、２款、諸収入、１項、貸付金元利収入１，

７１０万４，０００円、２項、町預金利子１，０００円、歳入合計といたしまして１，

７２３万５，０００円と定めています。 

  歳出。 

  １款、公債費、１項、公債費につきましては、１，７２３万５，０００円と定めてい

ます。 

  次のページをお願いします。 

  ３ページの歳入歳出予算事項別明細書、総括につきましては、お目通しをお願いいた
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します。 

  次のページをお願いします。 

  ２、歳入。 

  １款、県支出金、１項、県補助金、１目、民生費県補助金につきましては１３万円と

定めています。 

  ２款、諸収入、１項、貸付金元利収入、１目、住宅新築資金貸付金元利収入につきま

しては１，７１０万４，０００円と定めています。 

  １節、貸付金元金収入９８４万円、これにつきましては国費３２件、県費２１件分を

見込んでございます。 

  ２節、貸付金利子収入１８４万３，０００円、これにつきましては国費３２件、県費

２１件分を見込んでございます。 

  ３節、貸付金元金過年度収入３９８万５，０００円、これにつきましては３８件分を

見込んでございます。 

  ４節、貸付金利子過年度収入１４３万６，０００円、これにつきましては３８件分を

見込んでございます。 

  ２款、諸収入、２項、町預金利子、１目、町預金利子につきましては１，０００円と

定めています。 

  次のページをお願いします。 

  ３、歳出。 

  １款、公債費、１項、公債費、１目、元金１，３８２万５，０００円、２３節、償還

金、利子及び割引料としまして１，３８２万５，０００円と定めています。これにつき

ましては、国費、県費、それぞれ元金の償還金を見込んでございます。 

  ２目、利子３４１万円、２３節、償還金、利子及び割引料といたしまして３４１万円

と定めています。これにつきましても、国費、県費、それぞれの利子償還金を見込んで

ございます。 

  公債費合計といたしまして、１，７２３万５，０００円と定めています。 

  次のページをお願いします。 

  この表は、地方債の現在高の見込みに関する調書でございます。左の方から、１．普

通債、（３）地域改善、前々年度末現在高９，４２２万７，０００円、これにつきまし

ては平成２０年度末現在高でございます。前年度末現在高見込み額８，０４３万４，０

００円、これにつきましては平成２１年度末の見込み額でございます。当該年度中、元

金償還見込額１，３８２万５，０００円、これにつきましては平成２２年度中の元金償

還見込み額でございます。当該年度末現在高見込み額６，６６０万９，０００円、これ
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につきましては平成２２年度末の見込み額でございます。 

  以上、議案第１３号、１４号のご説明を終わります。ご承認賜りますようよろしくお

願いします。 

○議長（吉田盛彦） 

  教育委員会生涯学習課長、山崎君。 

○教育委員会生涯学習課長（山崎一光） 

  続きまして、議案第１５号についてご説明申し上げます。 

  議案第１５号、平成２２年度上富田町特別会計奨学事業予算。 

  平成２２年度上富田町の特別会計奨学事業予算は、次に定めるところによる。 

  歳入歳出予算。 

  第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ７２０万１，０００円と定める。 

  ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予

算」による。 

  平成２２年３月１０日提出、上富田町長小出隆道。 

  次のページをお願いいたします。 

  「第１表 歳入歳出予算」。 

  歳入につきましては、財産収入で１，０００円、繰越金で１，０００円、諸収入で４

１７万６，０００円、繰入金で３０２万１，０００円、歳入合計で７２０万１，０００

円と定めております。 

  歳出は、総務費で７２０万１，０００円、歳出合計で７２０万１，０００円と定めて

おります。 

  ３ページの歳入歳出予算事項別明細書の総括につきましては、お目通しをお願いいた

します。 

  ４ページをお願いいたします。 

  歳入では、目の利子及び配当金、繰越金、延滞金、町預金利子につきましては、それ

ぞれ１，０００円を計上しています。 

  諸収入の奨学事業貸付金元利収入では、２２名分の奨学貸付金元利収入として４１７

万６，０００円を計上しています。 

  繰入金では、奨学基金繰入金として３０２万１，０００円を計上しています。 

  歳出では、総務管理費の一般管理費で、７２０万１，０００円を計上しています。主

なものは、奨学貸付金７１５万２，０００円で、新規８名、継続２３名分を計上してお

ります。 

  その他、必要経費を計上してございます。 
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  以上でございます。ご承認賜わりますようよろしくお願いいたします。 

                                           

△延  会 

○議長（吉田盛彦） 

  お諮りします。 

  本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。 

  これにご異議ありませんか。 

               （「なし」の声あり） 

○議長（吉田盛彦） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本日はこれにて延会することに決しました。 

  本日はこれにて延会します。 

  次回は、明３月１１日午前９時３０分となっておりますので、よろしくお願い申し上

げます。 

  ありがとうございました。 

 

延会 午後２時４０分 


